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 地域密着型金融への取組み（中小企業等の経営改善および地域活性化のための取組みを含む）

　ＪＡバンク新潟では、農業と地域社会に貢献するため、ＪＡバンク新潟中期戦略に基づき地域密着型金融の推
進に取り組んでいます。

中小企業者等の経営支援に関する取組方針
　当会では、「金融円滑化にかかる基本的方針」を定め、経営不振の地場企業や農家等の経営改善に向けて関係
機関や他の金融機関等と連携し、積極的に支援しています。

金融円滑化にかかる基本的方針の概要

❶�当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまの特性および事業の状況を勘案
しつつ、できる限り柔軟に対応するよう努めてまいります。�

❷�当会は、事業を営むお客さまからの経営相談に積極的かつきめ細かく取り組み、お客さまの経営改善に向けた取組みを支援で
きるよう努めてまいります。�

　また、役職員に対する研修等により、上記取組みの対応能力の向上に努めてまいります。

❸�当会は、お客さまから新規融資や貸付条件の変更等のご相談・お申込みがあった場合には、お客さまの知識等に応じて、説明
および情報提供を適切かつ十分に行うように努めてまいります。

　また、お断りさせていただく場合には、その理由を可能な限り具体的かつ丁寧に説明するよう努めてまいります。�

❹�当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件の変更等のご相談・お申込みに対するお問い合わせ、ご相談および苦情について
は、公正・迅速・誠実に対応し、お客さまのご理解と信頼を得られるよう努めてまいります。

❺�当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件の変更等のお申込み、事業再生ADR手続の実施依頼の確認または地域経済活性化
支援機構もしくは東日本大震災事業者再生支援機構からの債権買取申込み等の求めについて、関係する他の金融機関等（政府
系金融機関等、信用保証協会等およびその他公的機関を含む。）と緊密な連携を図るよう努めてまいります。
また、これらの関係機関等から照会を受けた場合は、守秘義務に留意しつつ、お客さまの同意を前提に情報交換しつつ連携に
努めます。

❻�当会は、本方針に基づく金融円滑化管理態勢について、その適切性および有効性を定期的に検証し、必要に応じて見直しを行
います。

中小企業者等の経営支援に関する態勢整備

定期的に
対応状況を
報告

理事会

リスク統括部 融資部 融資部 農業部

営業担当常務
（金融円滑化管理責任者）

融資検討委員会

リスク管理担当

審査・管理担当 融資統括担当
（金融円滑化管理責任部署）

総合窓口

法人融資担当
（※）

融資事務担当
（※）

農業融資担当
（※）

中小企業者・農業者／住宅ローン借入者

対応状況の報告
（開示・行政報告内容含む）

対応状況の報告

共有

苦情等 苦情等 相談・申込

（※）は金融円滑化管理担当者の設置部署

24

地
域
貢
献
へ
の
取
組
み

地域貢献への取組み

　当会は、県内のＪＡ等が会員となり、互いに助け合い、発展していくことを共通の理念として運営されている
相互扶助型の農業専門金融機関であるとともに、新潟県を事業区域として、地域経済の活性化に資する地域金融
機関です。
　当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた農家組合員および地域の皆さまの大切な財産である
貯金が原資であり、主として、ＪＡ・農業に関連する企業・団体および県内の一般企業や地方公共団体などにご
利用いただいています。
　当会は、農家組合員の皆さまの経済的・社会的地位の向上を目指し、ＪＡとの強い絆とネットワークを形成す
ることによりＪＡの信用事業機能強化の支援を行うとともに、地域社会の一員として地域経済の持続的発展に努
めています。
　また、資金供給や経営支援などの金融機能の提供にとどまらず、環境、文化、教育といった面も視野に入れ、
広く地域社会の活性化に積極的に取り組んでいます。

 地域経済への貢献

地　域　の　皆　さ　ま

JAバンク新潟

JA信用事業

ＪＡ信用事業の企画・開発業務
ＪＡ信用事業の指導・支援業務
・農業金融センター機能
・相続サポートセンター機能
・資産形成サポートセンター機能
・為替センター機能
・貸出支援センター機能
・事務集中センター機能

県域本部機能 県域金融機能

地
域
社
会
へ
の
文
化
的
・
社
会
的
貢
献
活
動

・
食
農
教
育
応
援
事
業
等

貯金、融資、為替・決済
市場関連商品業務等

余裕金運用
（預け金、有価証券運用）

新
潟
県
下
J
A

J
A
バ
ン
ク
新
潟
県
信
連

貯金、融資、為替・決済
市場関連商品業務等

各種金融サービス

JAバンク新潟としての一体的な事業運営

組合員・会員 個　　人 農業法人 事業法人 地方公共団体

地域からの資金調達（令和８年３月末）

貯金残高（単位：億円）

地域への資金供給（令和８年３月末）

貸出金残高（単位：億円）

※�貸出による地域への資金供給のほか、新潟県債、新潟市債の引受
により地域経済の発展に貢献しています。

県下ＪＡ計
区　　分 残　　高

組 合 員 18,827
地方公共団体 232
そ の 他 4,782

合　　計 23,842

県下ＪＡ計
区　　分 残　　高

組 合 員 4,531
地方公共団体 543
そ の 他 258

合　　計 5,332

ＪＡバンク新潟県信連
区　　分 残　　高

会 員 16,156
地方公共団体 2
そ の 他 225

合　　計 16,384

ＪＡバンク新潟県信連
区　　分 残　　高

会 員 720
地方公共団体 228
そ の 他 1,727

合　　計 2,677
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アグリビジネス投資育成株式会社等によるファンドの活用

　ＪＡバンク新潟では、お客さまの資金調達手段の一つとし
て、農業法人育成のための資本供与の仕組みである「アグリ
シードファンド」や「担い手経営体応援ファンド」等による出
資を提案しています。
　令和７年度末時点の出資実績は14先、119百万円となってい
ます。

担い手のニーズに応えるための体制整備

　ＪＡバンク新潟では、地域の農業者との関係強化を目的とした体制整備に取り組んでいます。
　当会では、農業部を「県域農業金融センター」と位置づけ、ＪＡの指導・サポート機能と農業法人等への融資
相談機能を併せ持つことで、一元的な取組みを進めています。ＪＡの体制整備や人材育成を支援するとともに、
ＪＡと連携した協調融資や担い手コンサルティング、ビジネスマッチングなどにも取り組んでいます。
　県下８ＪＡでは、担い手への訪問・資金提案活動を中核的に担う「農業融資相談員」をＪＡ本支店に169名配
置し、また、農業融資の実務を統括する「担い手金融リーダー」を９名配置しています。
　農業融資相談員等の相談対応力向上を目的に、ＪＡバンク独自の農業融資資格制度である「ＪＡバンク農業金
融プランナー」の資格取得を進めており、農業融資相談員のうち116名が資格を有しております。また、日本政
策金融公庫が実施主体となる「農業経営アドバイザー」資格の研修・試験にも取り組み、農業融資相談員のうち
35名が資格を有しています。
　また、ＪＡが総合力を発揮し農業者の多様なニーズに応えていくため、当会を含めた中央会・連合会の共通的
な部署である「担い手サポートセンター」が中心となり、農業法人設立、経営計画策定および事業承継の個別提
案活動や事業横断的な会議・研修会の開催等を通じ、ＪＡ内事業間連携の強化を支援しています。

　

農業者向けファンド取扱実績（令和８年３月末） （単位：先、百万円）

ファンド名
取扱実績

先数 出資額

アグリシードファンド 11 74
担い手経営体応援ファンド 2 35
プロパー投資 1 10

合　　　計 14 119

中央会・全農・共済連基 金 協 会 信連 融資部県農業法人協会

・ JA内事業間連携の支援
（農業法人設立・経営計画策定
等の個別提案、事業横断的な
会議・研修会　等）

・ 農商工連携
（情報誌発行、ビジネス
マッチング　等）

・ ネットワーク構築
（賛助会員）

・ 農業資金に対する
保証対応

●県域農業金融企画立案
●JA担い手コンサルティング実践サポート
●人材育成・研修・セミナー企画
●利子・保証料の補給・助成事務　等

●農業法人・農業関連団体向け貸出
●信連担い手コンサルティングの実践
●日本政策金融公庫（農林水産事業）受託
　業務　等

担い手サポートセンター

連
携

担い手支援にかかる体制図

JAバンク新潟県信連　農業部（県域農業金融センター）

・ 中央会・連合会の共通的な部署（中央会内に設置）
・ 県農業法人協会の事務局

J A 指 導 担 当 農 業 融 資 担 当
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「経営者保証に関するガイドライン」への取組方針

　当会は、経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会および日本商工会議所が事務局）が公表した
「経営者保証に関するガイドライン」を踏まえ、態勢整備のうえ、本ガイドラインを遵守しております。
　また、経営者保証に依存しない融資のより一層の促進に努めるとともに、お客さまと保証契約を締結する場合
のほか、保証人のお客さまが本ガイドラインに則した保証債務の整理を申し立てられた場合は、本ガイドライン
に基づき、誠実に対応するよう努めてまいります。

　お客さまと保証契約を締結する場合は、以下について可能な限り個別具体的にご説明したうえで、その説明内
容を記録に残します。
　❶どの部分が十分でないために保証契約が必要となるのか
　❷どのような改善を図れば保証契約の変更・解除の可能性が高まるのか
　❸原則として、保証履行時の履行請求は一律に保証金額全額に行うものでないこと

　なお、保証契約の必要性を判断する際は、以下の点を確認しております。
　❶法人と経営者個人の資産・経理が明確に分離されているか
　❷法人と経営者の間の資金のやりとりが社会通念上適切な範囲を超えていないか
　❸法人のみの資産・収益力で借入返済が可能であるか
　❹法人から適時適切に財務情報等が提供されているか

　お客さまからお申し出を頂いた場合、既存の保証契約についても、本ガイドラインに則り経営者保証を求めな
い対応が可能かを改めて検討いたします。

地域農業活性化のための金融支援

ＪＡバンクの農業資金

　ＪＡバンク新潟では、農業者向け資金を幅広くご用意し、新潟県農業の発展を多面的に支援しています。農業
者に対する金融面での支援強化として、農業者向け資金に広く利子補給や保証料助成事業を実施し、実質金利負
担の軽減を図るとともに、農業法人育成のための資本供与の仕組みである「アグリシードファンド」や「担い手
経営体応援ファンド」等による出資の提案など、多様なニーズにお応えしています。
　令和７年度は、「アグリＢＩＧ」、「ＪＡ新規就農応援資金」を創設するとともに、農業資金の借入れにかかる
保証料助成および「担い手支援資金（愛称：アグリＶ）」の取扱いを継続しました。また、令和７年７月以降の
猛暑・渇水、大雨により被害を受けた農業者を支援する「令和７年度緊急農業経営安定対策資金」および令和８
年１月21日からの大雪により被害を受けた農業者を支援する「令和８年災害復旧支援資金」を創設し、農業専門
金融機関として農業者に対する円滑・迅速なサービスの提供に努めました。
　今後も、新潟県における農業メインバンクとして、農業者の皆さまを幅広く支援してまいります。

農業資金残高（令和８年３月末） （単位：件、百万円）

主な資金 県下ＪＡおよび当会での取扱い 資金の内容件数 残高
アグリマイティー資金 2,991 16,043 農業経営に必要な幅広い資金用途に対応できる資金
農業近代化資金 442 2,868 機械・設備の取得等、農業経営の近代化を図るために必要な長期資金
農機具ローン 3,136 4,617 農機具の購入等に必要な資金
担い手支援資金（愛称：アグリＶ） 3,059 8,592 担い手の農業経営に必要な設備・運転資金、農地取得資金
アグリＢＩＧ 62 891 大型機械・設備等の大規模投資に必要な設備・運転資金
ＪＡ新規就農応援資金 1 3 新規就農者の農業経営に必要な設備・運転資金
各種災害等資金 1,471 2,278 各種災害等により農業経営に大きな影響を受けた農業者の経営安定化に必要な資金
にいがたアグリビジネスローン 69 1,288 農業法人、農業関連法人の経営に必要な資金
農業関連系統当座貸越 5 63,050 農産物販売代金の決済に至るまでの運転資金
スーパーＬ資金 598 4,433 認定農業者の経営改善に必要な長期資金
その他農業資金 854 4,179

合　　　計 12,688 108,247

ＪＡグループ新潟利子補給・保証料助成実績（令和７年度）   （単位：件、千円）

資金名 利子補給実績 保証料助成実績
件数 金額 件数 金額

担い手支援資金（愛称：アグリＶ）ほか 2,211 21,070 1,844 17,102
各種災害等資金 1,323 19,155 － －

合　　　計 3,534 40,225 1,844 17,102
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アグリビジネス投資育成株式会社等によるファンドの活用

　ＪＡバンク新潟では、お客さまの資金調達手段の一つとし
て、農業法人育成のための資本供与の仕組みである「アグリ
シードファンド」や「担い手経営体応援ファンド」等による出
資を提案しています。
　令和７年度末時点の出資実績は14先、119百万円となってい
ます。

担い手のニーズに応えるための体制整備

　ＪＡバンク新潟では、地域の農業者との関係強化を目的とした体制整備に取り組んでいます。
　当会では、農業部を「県域農業金融センター」と位置づけ、ＪＡの指導・サポート機能と農業法人等への融資
相談機能を併せ持つことで、一元的な取組みを進めています。ＪＡの体制整備や人材育成を支援するとともに、
ＪＡと連携した協調融資や担い手コンサルティング、ビジネスマッチングなどにも取り組んでいます。
　県下８ＪＡでは、担い手への訪問・資金提案活動を中核的に担う「農業融資相談員」をＪＡ本支店に169名配
置し、また、農業融資の実務を統括する「担い手金融リーダー」を９名配置しています。
　農業融資相談員等の相談対応力向上を目的に、ＪＡバンク独自の農業融資資格制度である「ＪＡバンク農業金
融プランナー」の資格取得を進めており、農業融資相談員のうち116名が資格を有しております。また、日本政
策金融公庫が実施主体となる「農業経営アドバイザー」資格の研修・試験にも取り組み、農業融資相談員のうち
35名が資格を有しています。
　また、ＪＡが総合力を発揮し農業者の多様なニーズに応えていくため、当会を含めた中央会・連合会の共通的
な部署である「担い手サポートセンター」が中心となり、農業法人設立、経営計画策定および事業承継の個別提
案活動や事業横断的な会議・研修会の開催等を通じ、ＪＡ内事業間連携の強化を支援しています。

　

農業者向けファンド取扱実績（令和８年３月末） （単位：先、百万円）

ファンド名
取扱実績

先数 出資額

アグリシードファンド 11 74
担い手経営体応援ファンド 2 35
プロパー投資 1 10

合　　　計 14 119

中央会・全農・共済連基 金 協 会 信連 融資部県農業法人協会

・ JA内事業間連携の支援
（農業法人設立・経営計画策定
等の個別提案、事業横断的な
会議・研修会　等）

・ 農商工連携
（情報誌発行、ビジネス
マッチング　等）

・ ネットワーク構築
（賛助会員）

・ 農業資金に対する
保証対応

●県域農業金融企画立案
●JA担い手コンサルティング実践サポート
●人材育成・研修・セミナー企画
●利子・保証料の補給・助成事務　等

●農業法人・農業関連団体向け貸出
●信連担い手コンサルティングの実践
●日本政策金融公庫（農林水産事業）受託
　業務　等

担い手サポートセンター

連
携

担い手支援にかかる体制図

JAバンク新潟県信連　農業部（県域農業金融センター）

・ 中央会・連合会の共通的な部署（中央会内に設置）
・ 県農業法人協会の事務局

J A 指 導 担 当 農 業 融 資 担 当

26

地
域
貢
献
へ
の
取
組
み

地域貢献への取組み

「経営者保証に関するガイドライン」への取組方針

　当会は、経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会および日本商工会議所が事務局）が公表した
「経営者保証に関するガイドライン」を踏まえ、態勢整備のうえ、本ガイドラインを遵守しております。
　また、経営者保証に依存しない融資のより一層の促進に努めるとともに、お客さまと保証契約を締結する場合
のほか、保証人のお客さまが本ガイドラインに則した保証債務の整理を申し立てられた場合は、本ガイドライン
に基づき、誠実に対応するよう努めてまいります。

　お客さまと保証契約を締結する場合は、以下について可能な限り個別具体的にご説明したうえで、その説明内
容を記録に残します。
　❶どの部分が十分でないために保証契約が必要となるのか
　❷どのような改善を図れば保証契約の変更・解除の可能性が高まるのか
　❸原則として、保証履行時の履行請求は一律に保証金額全額に行うものでないこと

　なお、保証契約の必要性を判断する際は、以下の点を確認しております。
　❶法人と経営者個人の資産・経理が明確に分離されているか
　❷法人と経営者の間の資金のやりとりが社会通念上適切な範囲を超えていないか
　❸法人のみの資産・収益力で借入返済が可能であるか
　❹法人から適時適切に財務情報等が提供されているか

　お客さまからお申し出を頂いた場合、既存の保証契約についても、本ガイドラインに則り経営者保証を求めな
い対応が可能かを改めて検討いたします。

地域農業活性化のための金融支援

ＪＡバンクの農業資金

　ＪＡバンク新潟では、農業者向け資金を幅広くご用意し、新潟県農業の発展を多面的に支援しています。農業
者に対する金融面での支援強化として、農業者向け資金に広く利子補給や保証料助成事業を実施し、実質金利負
担の軽減を図るとともに、農業法人育成のための資本供与の仕組みである「アグリシードファンド」や「担い手
経営体応援ファンド」等による出資の提案など、多様なニーズにお応えしています。
　令和７年度は、「アグリＢＩＧ」、「ＪＡ新規就農応援資金」を創設するとともに、農業資金の借入れにかかる
保証料助成および「担い手支援資金（愛称：アグリＶ）」の取扱いを継続しました。また、令和７年７月以降の
猛暑・渇水、大雨により被害を受けた農業者を支援する「令和７年度緊急農業経営安定対策資金」および令和８
年１月21日からの大雪により被害を受けた農業者を支援する「令和８年災害復旧支援資金」を創設し、農業専門
金融機関として農業者に対する円滑・迅速なサービスの提供に努めました。
　今後も、新潟県における農業メインバンクとして、農業者の皆さまを幅広く支援してまいります。

農業資金残高（令和８年３月末） （単位：件、百万円）

主な資金 県下ＪＡおよび当会での取扱い 資金の内容件数 残高
アグリマイティー資金 2,991 16,043 農業経営に必要な幅広い資金用途に対応できる資金
農業近代化資金 442 2,868 機械・設備の取得等、農業経営の近代化を図るために必要な長期資金
農機具ローン 3,136 4,617 農機具の購入等に必要な資金
担い手支援資金（愛称：アグリＶ） 3,059 8,592 担い手の農業経営に必要な設備・運転資金、農地取得資金
アグリＢＩＧ 62 891 大型機械・設備等の大規模投資に必要な設備・運転資金
ＪＡ新規就農応援資金 1 3 新規就農者の農業経営に必要な設備・運転資金
各種災害等資金 1,471 2,278 各種災害等により農業経営に大きな影響を受けた農業者の経営安定化に必要な資金
にいがたアグリビジネスローン 69 1,288 農業法人、農業関連法人の経営に必要な資金
農業関連系統当座貸越 5 63,050 農産物販売代金の決済に至るまでの運転資金
スーパーＬ資金 598 4,433 認定農業者の経営改善に必要な長期資金
その他農業資金 854 4,179

合　　　計 12,688 108,247

ＪＡグループ新潟利子補給・保証料助成実績（令和７年度）   （単位：件、千円）

資金名 利子補給実績 保証料助成実績
件数 金額 件数 金額

担い手支援資金（愛称：アグリＶ）ほか 2,211 21,070 1,844 17,102
各種災害等資金 1,323 19,155 － －

合　　　計 3,534 40,225 1,844 17,102
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ＪＡ年金友の会
　県内ＪＡでは、年金友の会等、組合員および利用者の皆さまの相互交流や健康増進に向けた活動を行っています。

ＪＡ年金・ローン相談会
　組合員および利用者の皆さまの生活設計のお手伝いをさせていただくために、各種相談会を定期的に開催して
います。

 文化的・社会的貢献活動

　当会は、金融サービスの提供にとどまらず、地域社会の一員として、広く地域社会の発展と地域の皆さまの豊
かな暮らしづくりを願い、文化的・社会的貢献活動に積極的に取り組んでいます。

「『小児がん』の子どもによりそう定期貯金」の受入を通じた、支援団体への寄付金贈呈
　ＪＡバンク新潟では、平成29年度より、貯金の受入れを通じた小児
がん患者への支援を目的とした定期貯金の取扱いをしています。
　多くの皆さまから趣旨にご賛同いただいた結果、令和８年１月30日
現在の本定期貯金残高の0.1％に相当する66万円を認定NPO法人ハート
リンクワーキングプロジェクトに寄付いたしました。
　寄付金は同法人を通じて、小児がん経験者の就労支援の運営費等に
活用されます。

「アルビレックス新潟」サッカー観戦チケットの寄贈
　県内の障害者スポーツ普及活動を支援するため、新潟県障害者スポーツ協会へ、アルビレックス新潟のホーム
ゲーム招待券を寄贈しています。令和７年度は、特別大会9試合、99名分のチケットを寄贈しました。

ＪＡバンク新潟食農教育応援事業
　ＪＡバンク新潟では、平成20年度より食農教育を通じて、子どもの農業に対す
る理解の深耕を図り、地域の発展に貢献することを目的に「新潟県ＪＡバンク食
農教育応援事業」を展開しています。
　当事業では、ＪＡ等が行う食農教育にかかる活動費用を助成しており、県内ＪＡ
が当事業を活用し各地で食農教育活動を行っています。
　また、当事業の一環として、子どもたちが食と環境と農業への理解を深めるきっかけとなることを願い、小学
校高学年を主な対象として「農業と私たちのくらし」と題した食農教育の補助教材本を県下の小学校・特別支援
学校に贈呈しています。

新潟市アグリパーク「アグリ・アート展」への協賛
　芸術活動を通じて子どもたちの農業への理解を深め、アグリ・スタディ・プログラム※
の更なる充実に貢献することを目的として、新潟市アグリパークが主催する絵画展「ア
グリ・アート展」への協賛を行っています。
　また、本活動についてＪＡ新潟ビル来訪者にも広く周知するため、入賞作品14点を１
Fロビーに展示しました。

※�アグリ・スタディ・プログラムとは、学習指導要領の内容に基づき、学校のカリキュ
ラムと連動した農業体験学習のことです。

寄付金の贈呈

ＪＡによる食農教育活動

第７回アグリ・アート展
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担い手の経営のライフステージに応じた支援

新規就農者の支援
　ＪＡバンク新潟では、新規就農者の経営と生活をサポートするため、「ＪＡ新規就農応援資金」、「青年等就農
資金」および「新潟県新規参入者経営安定資金」を取り扱っているほか、ＪＡバンク新潟独自の「新規・親元就
農応援事業」を展開しています。

セミナーの開催
　農業法人等の持続的な成長・発
展を目的として、情報交換や交流
の場を提供するため、平成19年度
から「農業法人経営者セミナー」
を開催しています。
　第19回目となる令和７年度は、
経営課題の解決を支援するため、
「経営戦略・マーケティング」と
「スマート農業」をテーマとして
開催しました。（参加者：123名）

担い手コンサルティングの実施
　持続可能な農業の実現に向け農業者の所得向上を実現していくため、地域の中核的な役割を担う農業者に対し、
ＪＡや関係機関・専門家等と連携し、財務分析および経営者へのヒアリング等を通じた経営課題の把握およびソ
リューション提供に向けて取り組んでいます。

農商工連携への取組み

●情報誌「Sole!にいがた」の発行
　農商工連携推進の一環として、フリーペーパー形式の情報誌「Sole（そー
れ）!にいがた」を発行しています。
　この情報誌では、「農・商・工をつないでみんなでつくる新潟の元気！」
を合言葉に、県内の農業や産業に関する幅広い情報の提供により、農業生産
者・ＪＡグループと地域の企業、さらには広く地域の皆さまとの結び付きを
強め、新たなビジネスチャンスを創出するきっかけづくりを目指しています。
※��「Sole！にいがた」は、当会ホームページでご覧いただけるほか、県内のＪＡ窓口や直売所、道の駅、スーパー等で無料配布しています。
※バックナンバーも、当会ホームページでご覧いただけます。

負債整理資金の提供による償還負担の軽減支援
　ＪＡバンク新潟では、農業者の経営再建を支援するため、「負債整理資金」をはじめとする負債整理のための
資金を取り扱っています。

 利用者ネットワーク化の取組み

　お取引いただいている利用者の皆さまへの有益な情報の提供や利用者間の相互交流を深める目的で、様々な活
動に取り組んでいます。

信連融和会
　当会の融資お取引先企業を会員として、会員相互の情報交換や異業種交流を目的に運営しています。
　県下一円を対象とした会であり、会員相互のネットワークづくりのお手伝いをしています。
　（令和８年６月末現在の会員数：118社）

セミナー名 第19回農業法人経営者セミナー

主 催 ＪＡバンク新潟県信連

講演内容

【第一部】
「『儲けのからくり』から考える経営戦略・マーケティング」
　一般社団法人アグリフューチャージャパン　シニアマネージャー　
　長谷川　圭　様

【第二部】
「スマート農業を活用した作業省力化の実現」
　株式会社アグリシップ　代表取締役　　佐藤　広幸　様

2026年夏号
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ＪＡ年金友の会
　県内ＪＡでは、年金友の会等、組合員および利用者の皆さまの相互交流や健康増進に向けた活動を行っています。

ＪＡ年金・ローン相談会
　組合員および利用者の皆さまの生活設計のお手伝いをさせていただくために、各種相談会を定期的に開催して
います。

 文化的・社会的貢献活動

　当会は、金融サービスの提供にとどまらず、地域社会の一員として、広く地域社会の発展と地域の皆さまの豊
かな暮らしづくりを願い、文化的・社会的貢献活動に積極的に取り組んでいます。

「『小児がん』の子どもによりそう定期貯金」の受入を通じた、支援団体への寄付金贈呈
　ＪＡバンク新潟では、平成29年度より、貯金の受入れを通じた小児
がん患者への支援を目的とした定期貯金の取扱いをしています。
　多くの皆さまから趣旨にご賛同いただいた結果、令和８年１月30日
現在の本定期貯金残高の0.1％に相当する66万円を認定NPO法人ハート
リンクワーキングプロジェクトに寄付いたしました。
　寄付金は同法人を通じて、小児がん経験者の就労支援の運営費等に
活用されます。

「アルビレックス新潟」サッカー観戦チケットの寄贈
　県内の障害者スポーツ普及活動を支援するため、新潟県障害者スポーツ協会へ、アルビレックス新潟のホーム
ゲーム招待券を寄贈しています。令和７年度は、特別大会9試合、99名分のチケットを寄贈しました。

ＪＡバンク新潟食農教育応援事業
　ＪＡバンク新潟では、平成20年度より食農教育を通じて、子どもの農業に対す
る理解の深耕を図り、地域の発展に貢献することを目的に「新潟県ＪＡバンク食
農教育応援事業」を展開しています。
　当事業では、ＪＡ等が行う食農教育にかかる活動費用を助成しており、県内ＪＡ
が当事業を活用し各地で食農教育活動を行っています。
　また、当事業の一環として、子どもたちが食と環境と農業への理解を深めるきっかけとなることを願い、小学
校高学年を主な対象として「農業と私たちのくらし」と題した食農教育の補助教材本を県下の小学校・特別支援
学校に贈呈しています。

新潟市アグリパーク「アグリ・アート展」への協賛
　芸術活動を通じて子どもたちの農業への理解を深め、アグリ・スタディ・プログラム※
の更なる充実に貢献することを目的として、新潟市アグリパークが主催する絵画展「ア
グリ・アート展」への協賛を行っています。
　また、本活動についてＪＡ新潟ビル来訪者にも広く周知するため、入賞作品14点を１
Fロビーに展示しました。

※�アグリ・スタディ・プログラムとは、学習指導要領の内容に基づき、学校のカリキュ
ラムと連動した農業体験学習のことです。

寄付金の贈呈

ＪＡによる食農教育活動

第７回アグリ・アート展
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担い手の経営のライフステージに応じた支援

新規就農者の支援
　ＪＡバンク新潟では、新規就農者の経営と生活をサポートするため、「ＪＡ新規就農応援資金」、「青年等就農
資金」および「新潟県新規参入者経営安定資金」を取り扱っているほか、ＪＡバンク新潟独自の「新規・親元就
農応援事業」を展開しています。

セミナーの開催
　農業法人等の持続的な成長・発
展を目的として、情報交換や交流
の場を提供するため、平成19年度
から「農業法人経営者セミナー」
を開催しています。
　第19回目となる令和７年度は、
経営課題の解決を支援するため、
「経営戦略・マーケティング」と
「スマート農業」をテーマとして
開催しました。（参加者：123名）

担い手コンサルティングの実施
　持続可能な農業の実現に向け農業者の所得向上を実現していくため、地域の中核的な役割を担う農業者に対し、
ＪＡや関係機関・専門家等と連携し、財務分析および経営者へのヒアリング等を通じた経営課題の把握およびソ
リューション提供に向けて取り組んでいます。

農商工連携への取組み

●情報誌「Sole!にいがた」の発行
　農商工連携推進の一環として、フリーペーパー形式の情報誌「Sole（そー
れ）!にいがた」を発行しています。
　この情報誌では、「農・商・工をつないでみんなでつくる新潟の元気！」
を合言葉に、県内の農業や産業に関する幅広い情報の提供により、農業生産
者・ＪＡグループと地域の企業、さらには広く地域の皆さまとの結び付きを
強め、新たなビジネスチャンスを創出するきっかけづくりを目指しています。
※��「Sole！にいがた」は、当会ホームページでご覧いただけるほか、県内のＪＡ窓口や直売所、道の駅、スーパー等で無料配布しています。
※バックナンバーも、当会ホームページでご覧いただけます。

負債整理資金の提供による償還負担の軽減支援
　ＪＡバンク新潟では、農業者の経営再建を支援するため、「負債整理資金」をはじめとする負債整理のための
資金を取り扱っています。

 利用者ネットワーク化の取組み

　お取引いただいている利用者の皆さまへの有益な情報の提供や利用者間の相互交流を深める目的で、様々な活
動に取り組んでいます。

信連融和会
　当会の融資お取引先企業を会員として、会員相互の情報交換や異業種交流を目的に運営しています。
　県下一円を対象とした会であり、会員相互のネットワークづくりのお手伝いをしています。
　（令和８年６月末現在の会員数：118社）

セミナー名 第19回農業法人経営者セミナー

主 催 ＪＡバンク新潟県信連

講演内容

【第一部】
「『儲けのからくり』から考える経営戦略・マーケティング」
　一般社団法人アグリフューチャージャパン　シニアマネージャー　
　長谷川　圭　様

【第二部】
「スマート農業を活用した作業省力化の実現」
　株式会社アグリシップ　代表取締役　　佐藤　広幸　様
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　当会は、貯金、貸出、為替など、いわゆる金融業務（信用事業）を行っており、ＪＡ・信連・農林中金という
３段階の組織が有機的に結びつき、「ＪＡバンク」として大きな力を発揮しています。

貯金業務

　会員の皆さまはもちろん、地域住民の皆さまや事業者の皆さまからの貯金をお預かりしています。普通貯金、
当座貯金、定期貯金、定期積金、総合口座などの各種貯金を目的・期間・金額にあわせてご利用いただけます。
　また、公共料金、都道府県税、市町村税、各種料金のお支払い、年金のお受け取り、給与振込等もご利用いた
だけます。

融資業務

　会員の皆さまへのご融資をはじめ、農業者・事業者の皆さまの事業や、地域住民の皆さまの暮らしに必要な資
金をご融資しています。
　また、農業関連産業、県内企業、地方公共団体へのご融資等、新潟県農業の振興と地域社会の発展に貢献する
地域金融機関として、幅広い融資活動に積極的に取り組んでいます。
　さらに、㈱日本政策金融公庫をはじめとする政府系金融機関等の受託貸付も取り扱っています。

為替業務・その他のサービス

　全国銀行内国為替制度（全銀データ通信システム）加盟の金融機関として、全国のＪＡ・信連・農林中金の店
舗をはじめ、全国の銀行や信用金庫などの各店舗と為替網で結び、全国のどこの金融機関宛てにも振込や手形・
小切手等の取立が安全・確実・迅速にできます。
　また、各種自動受取、各種自動支払や事業主の皆さまのための給与振込サービス、代金回収サービス、イン
ターネットバンキング等、皆さまのニーズに合わせた各種サービスを取り扱っています。

信託業務

　皆さまの大切な財産の管理・運営をお手伝いするため、農中信託銀行㈱の契約代理店として信託業務を行って
います。

資金証券業務

　当会がお預かりした資金は、ご融資のほか、農林中金への預け金や有価証券投資等により運用しています。
　有価証券運用では、収益性・安全性・流動性を考慮のうえ、国内債券のほか、分散投資として外貨建債券や株
式等の運用に取り組んでいます。
　また、金融情勢の変化に対応するため、各種リスクに留意した運用に努めています。

信用事業指導・支援業務

　組合員・地域の皆さまの様々なニーズに応えるため、ＪＡバンク新潟の商品やキャンペーンの企画・開発、
ＪＡの健全性の確保、研修等による人材育成等、ＪＡの信用事業機能の強化に向けた指導・支援を行っています。
　また、一人でも多くの皆さまにＪＡバンクを知っていただけるよう、テレビ・新聞・インターネット等を通じ
た広報活動も行っています。
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「フードバンクにいがた」への食品寄贈
　食品が無駄なく消費され、誰もが食を分かち合える心豊かな社会を創り、地域の福祉向上に寄与することを目
的として、新潟県でフードバンク活動を行っているフードバンクにいがたへ食品の寄贈を行っています。

「にいがた芸術・文化育成プロジェクト」への協賛
　新潟県が推進する「にいがた芸術・文化育成プロジェクト」の趣旨に賛同し、特に若年層等が芸術文化を体験
できる活動を中心に、継続的な協賛を行っています。

職員のボランティア活動への参加
　新潟市等が主催する地域清掃活動に参加しています。また、新潟赤十字血液センターのご協力により、団体献
血を実施し、令和７年度は70名の職員が協力しました。

地域行事への参加
　「新潟まつり大民謡流し」等の行事に地域の一員として参加し、地域の皆さまとの交流を大切にしています。

協同組合間提携による健康で豊かな地域社会づくり
　生協、漁協、森林組合等と提携を結び、協同組合の一員として、生産者と消費者との強い結びつきによる安全・
安心・安定的な食料生産と供給、そして調和のとれた美しく住みよい地域社会づくり、さらに環境問題等に取り
組んでいます。

環境保全への取組み
　ビジネス軽装の通年化、ノー残業デーの実施、当会が入居するＪＡ新潟ビルにおける節
電対応、「ＪＡでんき再エネ特約」の導入など、環境保全を意識した取組みを積極的に行っ
ています。
　また、地球温暖化防止や、地域の森林整備等の促進、豊かな自然環境の保全を支援する
ことを目的に、カーボン・オフセットにも取り組んでいます。
　地域社会を構成する一員として、今後も環境保全の取組みを進めてまいります。
※�「ＪＡでんき再エネ特約」とは、再生可能エネルギー電源に由来する非化石証書の使用により環境価値を付加
した、実質的に再生可能エネルギー100％かつCO2ゼロエミッションの電気を調達する契約です。
※�カーボン・オフセットとは、暮らしの中で出てしまうCO2を、森林整備等CO2吸収活動の支援により埋め合わ
せることです。

エコキャップ運動への参加
　ペットボトルのキャップを集めて世界の子どもたちにワクチンを届ける活動に参加しています。




